　　　　　パフォーマンステストへ向けて Procedure　（論表Ⅲ　3時間）  ～打合せ資料～
最初に生徒へ
 「これから、パフォーマンステストに向けて、テキストを題材に、英語のディベートをしていきたいと思います。

　 1時間目が、立論＆反論作成。2時間目がディベートの試合。 3時間目が、パフォーマンステストです。
　　 3年間の集大成です。皆さん、頑張りましょう！」　
１時間目　　ブレインストーミング、立論＆反論　作成
　①　論題についてブレインストーミングさせる（クラス（レベル）によって理論と反論に分けて案を出させる）
　　* 黒板に以下のように書いて、最初は例を出すと生徒は活動しやすいです
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　SNS is good. 　　」   
　
	　
	　　　　　　　　　　立論
	　　　　　　　　　　　　　反論

	　良い点
　（肯定側）
	・学習効率が高まる
（宿題が早く終わる）
	・かえって遊び仲間ができやすい
　（勉強しなくなる）

	　悪い点
　（否定側）
	・〇〇
	・〇〇



　　　時間が来たら、適当に10名ぐらい指名をし、黒板に肯定側と否定側の意見を書く。

    なるべく、多くの意見を出させるように適宜、声掛けをする
　②　1チーム2名のグループを作る。
2名のうち、片方が立論を担当し、片方が反論を担当するので、そのロールも決めさせる。
　　　　
　③　4人（2チーム）を机を並ばせて座らせ、各チーム代表のじゃんけんをさせ、肯定側か否定側かを決める。
自分のロールのスクリプト作成させる
1) 立論担当の生徒は、ポイント（Reason）を2つ選ばせて、立論を作成する。（仲間と一緒に話し合って選ぶ）
　　　2) 反論担当の生徒は、相手側チームの立論を聞きながら、それに対する反論を作成する。　  
      *適宜、4人で話し合ってよい
　　　　 *今まで教えた、AREAの形式で書くことを意識させる。最初にポイント名を言わせる。
　　　　　　Our first point is 〇〇. 　　　　　　
　　　　　A（assertion）　  I think that SV , I believe that SV

  　　    R (reason)     This is because SV

     　　 E (example)    For example, SV

       　 A (assertion)   So, I think that SV, I believe that SV
　　　　*反論もAREAで書けることを指導する。
反論はなるべくたくさん作らせる。相手の1ポイントに対し2つぐらい、計4つ反論する感じで。

　　　　　　A（assertion）　　 They said SV.   But it is not true. 

        R (reason)      This is because SV

    　　 E (example)     For example, SV

     　 A (assertion)    So, their argument doesn’t stand.   

                      Next, they said SV. （後は繰り返し）

  　3) 立論担当は、100語(できれば150語)以上、反論担当は、80語（できれば100語）以上を目安に作成させる 　　
　　　　　
   　　　*適宜、サイトを使って、各自、推敲してくることを宿題（特に、教諭が英文チェックをしないようにする）
　　　　　*机間巡視をして、適宜アイディアを出してあげて、少し補助する形で（特に反論）

最後に生徒へ
　「それでは、次に実際のディベートに入っていきますので、できる限りスクリプトを完成させておいてください」

2時間目　　
①　立論、反論作成　
②　各自、音読練習　　話す順番に立たせて音読させてもＯＫです。
③　Debateの試合形式の説明　（以下を黒板に書いて説明する）
簡易ディベート　（１チーム２人）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 黒板
　
	　A1
	　N2

	　A2
	　N1


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　反　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　側　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　側

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
話す順番　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルール
A1（立論 constructive speech）  　　　　　　 　　　　　　　　　　１．話す人は立ってスピーチをする
N1 (立論 constructive speech)   　　　　　　　　　　　　　　　　２．なるべく原稿は見ない（チラ見程度）
N2（反論 attack speech）　       　　　　　　　　　　　　 　　　３．先生の合図で、1人1分間は話し続ける。
A2（反論 attack speech）　       
④　前回のチームで4人を座らせて、対戦。　
教諭はチェアパーソンを行う。時間を計ってあげて、みんなで一斉に行う。
　　＊1試合が終わったら、少し時間をあげて、反省を話させる。
　　＊スピーチが時間内に終わっても、繰り返し話させるように適宜指導。
　　＊文法的な誤りは追及せず、適宜机間巡視しながらの軽めの指導にとどめる
（むしろ、少しぐらい文法が間違っても、どんどん話させるように指導する）
　 ＊できる生徒は、スピーチメモでスピーチしてみるように指導。　
＊もし英語で発話できない生徒がいる場合は、「英語でできない箇所は日本語で言ってみよう！」と声掛けする
⑤　対戦グループをできれば変えて（肯定・否定は変えない）、2試合目を行う
　　　＊反論の生徒が相手の立論を聞いて、簡単にスクリプトを作成する時間を取ってから試合開始
　　　　　この時、立論の生徒が手伝ってあげる
3時間目　
パフォーマンステスト　　
①　評価の観点を説明する
　　　立論・反論（5点満点)　マター3段階　
　　　　　立論　　　
3  論理的にFor example～まで、具体例が詳しく説明されている
　　　　　　2  論理的に説明されているが、具体例がない。
        1  主張の理由because～がない。具体例もない。
　　　　　
反論

　　3  反論の理由が具体的に2つ説明されている。
   2  反論の理由が具体的に1つ説明されている。
  　1　反論の理由がない。具体例もない。
マナー2段階     
2 スクリプトをなるべく見ないで話そうと努力している
　 1 ほとんどスクリプトを見ている（見ないようにする努力がない）
②　前回とはなるべく異なった対戦グループを作らせる、対戦グループ番号を決める
　　　＊反論の生徒が相手の立論を聞いて、簡単にスクリプトを作成する時間を取ってから試合開始

　　　　　この時、立論の生徒が手伝ってあげる
③　試合（録画）開始　
　　　　自分の番が来たら、自分のタブレットパソコンで自分のスピーチを録画をし、ファイルを提出。
ファイル名に試合グループ番号と話す順番と名前を入れさせる
　　　　　ファイル名：　「3-1  グループ4　　2  〇〇」  
　　　　＊録画の最初にファイル名を言わせてから、スピーチするようにしても良い
